
信州医誌，31（6）：507～521，1983

綜　説

大気中の極微量臭気成分のキャラクタリゼーション
とその基礎医学研究への応用

二木安之

信州大学医学部衛生学教室　　　　　　　　　　　1

Characterization of Trace Amounts of Odorants in Air 

and its Application to Medical Research
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K。y　w。rd，、。d。，ant・h・・acteri・ati・n，9・・ch・・m・t・9・aphy，　h・m…xpi・ed・i…d・rant　and

　diseased　states　of　body，　diagnosis　by　olfaction

顛成分のキ。ラクタリff一シ。ソ，ガスク・一・・bグラ・・一，呼気ガみ臭気物質と1茜態誤診

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めて重要な意義を有する。

　　　　　　　　1　はじめに　　　　　　　　　　食品などからの香気や悪臭の測定には嗅覚による直

　環境と生体との関係のなかで，嗅覚は生まれてから　　接法と機器による間接法があり，両法を併用してにお

どの感覚よりも先に働き，母親の居場所，他人との区　　いに寄与する化学成分の決定などに関する研究が行わ

別，食物のありか，中毒などの危険予知のほか，生を　　れている88）。大気中に嗅覚閾値レベル（parts・per

営む機能として備わっている。　　　　　　　　　　　trillion，10－12～parts・per　billion・10”9）で存在す

　微量臭気成分の生体への影響としては，これまでに　　るにおい成分の検知には，喚覚が最も直接的な手段で，

精神活動，皮膚，粘膜，角膜，呼吸器，消化器，生殖　　強度，質，認容性，快・不快表示などが一瞬にして行

器などに関するものが知られている1）－6）。一方，サケ　　われるが，一般に種類の弁別や感覚強度の再現性など

の回帰性や昆虫の行動の大部分がにおいと関係してい　　に心理的，生理的要因が作用するため，測定結果が主

ることが解明され興味深い7）－19）。　　　　　　　　　　　観的で数最化が困難である欠点がある。

　近年，我が国では苦情・陳情件数の多い環境問題と　　　契際の大気中奥気成分の嗅覚閾値レベルにおける測

して悪臭公害がクローズアップされている。また，人　　定法に関しては，国内外ともに古くから関心が持たれ，

体から発生する極微量化学成分（とくに臭気成分）は　　悪臭成分の低温濃縮一ガスクロマトグラ7分析（以下

糖尿病20）－30），肝31）－37）・腎障害38）－41），先天性アミノ　　GC分析と略言弓）89）90）をはpめ，我が国においても荒

酸代謝異常42）用51），腸内発酵52）－57），糖質吸収不全53）”　　木・加藤ら91）－93），大喜多・重田ら94）によって研究さ

56），生体内脂質過酸化58）－66）などの各種疾病あるいは　　れてきている。しかしながら，大気中の悪臭成分は多

化学物質による中毒67）一’87）などと深く関係しているこ　　種類かつ極微量であるうえ，各成分相互の相乗・拮抗

とが明らかにされつつある。また，これらは特有の臭　　作用などもあり複雑であるため，系統的分析法の研究

気によっても認知されるため臨床診断学上からもきわ　　報告はこれまで少なかった。
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　一方，悪奥の法規制については諸外国では依然とし　　においをかがせることなく潜在的なにおいの記憶を各

て嗅覚測定による直接方式（臭気強度ii蔓示または臭気　　人に自由に記述させ，比較的悪臭として訴えられやす

希釈倍数によ，る）95）が採用されているが，我が国では　　い臭気の質を推定した。対象は104人，その結果，多

悪臭防止法96）により大気中の悪臭物質測定法の研究　　くの人はにおいに対して敏感で，大変興味を持ってお

が活発に行われている97）こともあって，現在8物質　　り，嫌悪感，不快感を伴うにおいとしては個人差も十

（アンモニア，メチルメルカプタソ，硫化水素，硫化　　分考えられるが，し尿臭，火葬場，魚（貝）類，ゴミ

メチル，二硫化メチル，トリメチルアミン，アセトァ　　　（食物）および動物の腐敗臭，アンモニア，卵の腐っ

ルデヒド，スチレン）を対象に規制基準濃度箱囲98），　　たにおい，トイレのにおい，ピリジソ，汗，鶏糞のに

それらの測定法99）も定められ間接法であるGC法を中　　おい，ドブ川のにおい，パキュームカーなどからのに

心として測定が行われている。　　　　　　　　　　　　おいなどに集中した。

　ところが，現在の8物質のみでは，全国の悪臭公害　　　我が国の環境庁の研究報告書136）では，硫黄化合物，

苦情の総計100）のうち上位を占める畜産・農業，製造　　アルデヒド類，ケトソ類，エステル類，脂肪酸類，脂

工場，サービス業などからの動物の体臭，汗臭，糞便　　肪族アルコール類，芳香族アルコ・一一ル類，含窒素化合

臭，酸敗臭，医薬品臭，甘臭などには対処できず効果　　物，芳香族炭化水素類，塩素化合物，その他に区分し

の上げられる発生源は限定される。更に悪臭感覚は単　　て分析法を研究している。加藤93）も硫黄化合物，窒素

に濃度ばかりでなく，心理的・生理的要因にょり個人　　化合物，低級脂肪族カルボニル化合物，低級脂肪酸に

差があり，特に最近では一般に芳香と考えられるもの　　区分して分析している。

まで悪臭公害の苦情として訴えられている事例もあら　　　一方，星加ら102）－105）は永年にわたる臭気関係のフ

われている1D1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　イールド調査の経験をもとに，嗅覚宜能試験と機器分

　このため，多くの形態の臭気に対処できる客観的で　　析の双方のデータを対比させ，苦情，代表的発生業種，

科学的方法による解析が必要であるとされ，大気中の　　嗅覚閾値および検田の手段をも和味して，大気中の多

臭気成分の精度よい測定法として機器などにょる極微　　種多様の臭気成分を8グループに分類した102）103）（表

量分析の重要性はますます増大している。　　　　　　　1）。すなわち，（1）硫黄化合物，（2）低級脂肪族アミソ

　しかしながら，これまでの機器分析法による測定で　　類，（3）ヵルポニル化合物，（4）炭化水素類，（5）低級脂肪

は，せいぜい数成分を対象にしたものか，あるいは多　　族1価アルコール，（6）フェノール類，⑦低級脂肪酸，

量の試料を必要とするものが多く，また，臭気を構成　　（8）イソドール類である。これらは，①現在，悪臭公害

する化学成分の濃度は求められたとしても，嗅覚によ　　の原因として問題となっているもの，または，過去に

る官能的性質と関連づけて臭気を特徴づける試みはほ　　問題となったことのあるものの多くを含み，②嗅覚閾

とんど成功していない。　　　　　　　　　　　　　値の順に悪臭物質をみた場合に多くの代表的な化学構

　最近，星加ら102）‘105）は，悪臭大気中に存在する多　　造のグループを含んでおり，③多くの人のにおいの記

種類の奥気成分を分類し，臭気のキャラクタリゼーシ　　億の中にも含まれるものであるという。

ヨソを試みてよい成果をおさめている。　　　　　　　　　また，これら8グループに含まれる臭気成分（147

　本綜説では，大気中の極微量臭気成分のキャラクタ　　成分）は現在定説となっている”Amooreのにおいの

リゼーショソ102）儒105）と臭気成分の定量法の確立106）一　　立体化学説tt137）により分類されている14種のにおい

132）及びその基礎医学研究への応用をテーマとしてと　　をほとんど対象にすることができる。ζのなかには

りあげ，あわせて最近臨床診断上注口されている呼気　　Amooreが最近提ll昌した8原臭138）（①iso一吉草酸：

分析にっいても近年の進歩をまとめた。　　　　　　underarm　sweat；②1一ピロリン：sperm。us；③ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リメチルアミン：丘shy；④iso一ブチルアルデヒド：
　　　ll　X気中の極鰻臭轍分の　　　m。lty；⑤5。．アソド。ストー、6．エソー3．オン、u，i一

　　　　　　キャラクタリゼーション：8分類　　　　　nous；⑥w＿ペソタデヵラクトン：muskY；⑦1＿ヵル

　我々の生活環境下には数百万種の化学物質が存在し，　ボン：皿inty；⑧1，8一シネオール：camPhoraceous）

そのうちの約4分の1は何らかの臭気を有することが　　のうちiso一吉草酸，トリメチルアミン，　iso一ブチルア

知られているが，実際に問題となる臭気成分の数は比　　ルデヒドも含まれている。

較的限られるようである。最近星加と村1⊥1133）冒135）は，
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臭成分のキャラクタリゼーションと基礎医学

表1　臭気成分8グループの系統的ガスクPマトグラフィー（GC）

濃　　縮（前処理法）

“・、・一プ　　　　讐鞭興左撚騨難警籍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca　　　　　　　　　　　　　ca　　　　　　　c　

1灘酸素で冷却，濃縮　　　　　　　1　30　FPD　O・1　＜10
・簸鵜ウ麟繍’ラップ・アルカリで分feeeq，・・4・FID°・4＜5

3液体藤で冷却濃縮　　　　　　　1　30　FID　O・5　＜11
4室温でT・n・x－GCに吸着　　　　　　1　25　FID　1　く6
5液体酸素で冷却濃縮　　　　　　　1　20　FID　2　＜13
6　Tenax．GCで吸着後，消虫カラム使用　　　　　　　1　　25　　FID　　1　　　＜10

7　室温でFFAP＋リン酸に吸着後、消去カラム使用　　1　　15　　FID　　1　　　＜11
8　室温でTenax・GCに吸着後，　OV・17上に再濃縮　　50　　35　　FID　　O・05　　＜11

対象成分：147成分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認知閾値の比（OU）の対数値（lo90U）の総和｝お

　　　皿　機器分析法：濃縮を前処理とした　　　　　　よびPOUa（OU値の合計の対数値）である（図1参

　　　　　ガスクロマトヴラフィ闇（GC）の開発　　　照）。これらを指標として，8群のおのおのについて

　衷1に8グループのおのおのに適する系統的分析法　　両指標を計箕し，これらの値を新たに考案した円形チ

を体系づけている103）。これらの測定法は迅速・簡便　　ヤート上にプPt　・Yトすることにより多量のデータを圧

で，かつ選択性の高い前処理法，GC条件，検出器，　　縮してパターソ表示する新しい臭気成分のキャラクタ

検出限界濃度，分析時間および精度などを種々検討し　　リゼーション法を確立している103）一105）。

て灘欝驚1，試一（1－・・）V鱒灘・；轡分の
1，検出限界濃度（0．05～2）ppb，分析時間（試料採

取を含む）40分以内，分析精度は変動係数で約10％以　　　表2に，2個所の鶏糞乾燥工場排気ガスの分析結果

下で測定可能である。8グループの検出限界濃度はそ　　をまとめたものを示した105）。これによれば硫黄化合

れそれ対応するグループの代表的臭気物質の閾値より　　物，低級脂肪酸の臭気感覚への寄与が大きく，炭化水

低濃度側にあり，ほぼ満足しうる検出感度である。　　　素類，低級脂肪族1価アルコール，フェノール類はほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とんど寄与しないことがわかる。
　　　IV　検知成分のキャラクタリゼーション　　　　　　図1には，代表的臭気発生業種（下水，し尿処理場，

　　　　　の手法の確立　　　　　　　　　　　　　　　魚加工場，シ＝ルモールド，塗装，パルプ製造工場，

　臭気の強さは，単に検知成分の濃度（Cn，　ppb）の　　デンプン製造工場，鶏糞乾燥場など）の臭気の円形チ

みでなくその成分に対応する嗅覚閾値とも関係するこ　　ヤートを示した105）。

とが知られている。Guadagniら139）はある化含物の　　　図1の下水処理場Aはxアーレーションタソク（ば

試料中における実際の濃度と嗅覚閾値（検知閾値）の　　っ気槽）上，Bは好気性消化タソク上，　Cは最初沈殿

比をオーダーユニット数（OU）とし，加寡性のある　　池上のそれぞれの臭気試料である。シェルモールド製

ことを仮定している。しかし，検知閾値は個人差や日　　造エ場のAは中子造型排気ダクト内，Bは注湯ライソ

変動が大きいため，比較的安定した値である嗅覚認知　　終了地点，Cは枠ばらし脱臭装蹴入口のものである。

閾値132）136）140）141）（Recognition　thresh。1d　valueの　　同じくし尿処理場のAは真空脱水機（室内）付近，　B

R．Th．　V．　n，　ppb）を用いるのが適当である。さらに，　は沈殿槽上，　Cはばっ気槽脱離液流入口上，　Dはし尿

実際の悪臭公害では大きいOU値をあらわす必要のあ　　投入口付近のものである。また，クラフトパルプ回収

ることからつぎのように新しい単位を定義している。　　ボイラーのA，B，　Cは三工場のものであり，鶏糞乾

すなわち，pOUm｛個々の臭気成分の検知濃度と嗅覚　　燥工場のA，　Bはニ工二場のものである。
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奥成分のキャラクタリゼーションと基礎医学
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図1（その1）代表的臭気発生源からの臭気成分8グループの臭気円形チャート

　各パターソは業種ごとに特徴的であり，形状は奥気　　とめている。悪臭公害の目安でもあるll強～強烈”程

の質に，その大きさは臭気の強度に対応していること　　度の奥気（通常不快感および嫌悪感を併う）に対して，

がわかる。このパターン表示法は臭気全体を視覚的に　　①きわめて大きな1090U値（4～5）を持つ臭気成

とらえることが可能で，臭気の質と量，各グループの　　分が存在する例は少ないこと，②同一グループ内にお

臭気感覚への寄与率などを相互に比較するのに有効で　　いても1090U値2．6から3．7の臭気成分が3～4種共

ある。図1に示したように一般に，pOUaの値より　　存すると相乗作用が認められること，③臭気の嫌悪，

pOUm値を用いた方が差がはっきりとあらわれ，嗅　　不映感は単一グループまたは単一の臭気成分が原因と

感覚との対応がよく説明できた。これらは嗅感覚と臭　　なる例は少なく，④1090U値2～3を持つ臭気成分

気成分相互の関係を理解するうえできわめて興味深　　の複数グループの混入によってひきおこされることな

い。すなわち，臭気感覚に寄与するグループならびに　　どの興味深い結果が示された104）105）。

臭気成分を分類して，これらの臭気の基本的な差違が　　　前者の例は塗装乾燥排気のアルデヒド類，パルプ工

解明されたにとどまらず，臭気の官能的性質を機器分　　場，デンプン工場排気の硫黄化合物，豚舎，鶏糞乾燥

析の結果から表現しうる可能性が示されている。　　　　排気の低級脂肪酸，後者の例は魚加工場からのアミソ

　さらに，実際の14の臭気発生源について，嗅感覚　　類，低級脂肪酸，硫黄化合物，鶏糞乾燥排気の低級脂

（4人の熱練パネル）と臭気成分8グループのPOUm　肪酸，硫黄化合物，アミン類である。最大POU皿値

値，臭気成分の1090U値を対応づけた結果をとりま　　はデンプン工場排気の第1グループ硫黄化合物の
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図1（その2）代表的奥気発生源からの臭気成分8グループの臭気円形チャート

15。54で，最大log　OU値は鶏糞乾燥排気のiso一吉草　　存在する。

酸の3．77であった104）105）。　　　　　　　　　　　　　今日のように，機械化あるいはエレクトロニクス化

　臭気感覚への寄与の大きい成分の出現頻度は，第1　　された時代でさえも経験豊かな名医は病室に患春が入

グループの硫黄化合物の9／14が最多で，カルボニル化　　　ったときの特有の臭気から病名（たとえば肺壊疽）を

合物，低級脂肪酸とつづく。これらの化合物は，環境　　即断し，望診の際の重要な情報源にしているという。

中に比較的多く存在するが，炭化水素類およびアルコ　　　A　疾病と臭気

一ル類は出現業種が限定されることが明らかにされ　　　　iiどのような病気のときどんな臭気が患者から感じ

た104）105）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られるか”という問題はきわめて興味深い。とくに緊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　急を要する毒物による中毒患者の処置，あるいは各種

　　　　　　SW臭気による診断一嗅診　　　疾病岬期診断などき樋て顛なものも多い。

　我々は，自分自身気づいていなくてもそれぞれ独自　　　とぎすまされた嗅覚と豊富な経験をもとに，どうい

のにおい（呼気，皮膚，汗，患部などからのにおいを　　　う食物をとったか，どういう種類の気体を吸ったか，

まとめて体奥ということにする）を持っている。また，　その人のおいたち，職業，趣味などをも判定でき，ど

食事の内容，体調，年令，性などによっても微妙に異　　んな医療機器よりも手取早く診断が下しうるとすれば，

なるが各種の疾病，中毒などの場合には独特の臭気が　　これは臨床診断学上の1つの重要な側面としての意義
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臭成分のキャラクタリゼーションと基礎医学

表3　疾　病　と　臭　気

疾　　　病　1　　臭気，その他
肺壊疽

　白1血病と肝臓疾患昏睡

　糖尿病による昏睡とアシドーシス

　尿毒症

　あるタイプの癌

　黄熱病
　壊血病と天然痘

　腸チブス熱
　ジフテリア患者

　ペスト患者

　麻疹患者
　ある種の皮膚病（湿疹，膿痂疹）

　汗腺障害（臭汗病患者）

　腎臓障害

　腸閉塞
　精神的な病気，老衰，栄養失調が進行

した昏睡状態

　肺や皮膚の膿瘍

　死期の近い患者
　（フェニルアラニソ代謝酵素障害，フ

＝ニルケトン尿症，子供に脳障害）先天

性代謝異常

　ロイシン代謝酵素障害，イソ吉草酸血

症候群

　先天的退化性脳疾患，かえで糖みつ尿
症

　先端巨大症一下垂体の腫脹
　臭鼻症

　r嗅（何んらかの消化機能不全，腸の
障害と関連）

　肝臓病

　おなら（腸内ガス，直腸からでるくさ

い空気；ヒポクラテスー腸内発生ガス）

恐怖心を持った人間

精神分裂病患者

イソシュリソショック療法の病室

緊張型分裂病患者

　組織が腐敗していく時の独特の不快臭が呼気にあらわれ
る

硫化メチルの臭気，アソモ＝ア臭

　アセトン臭，独特の甘いにおい

尿のような臭気

悪臭を放つ

　肉屋のにおい

腐敗臭

焼きたてのパンのようなにおい
　し、やな』目凸し、セこおし、

　リンゴのにおい　　　　　　　　　　・
むしりたての羽毛のようなにおい

　かびくさいにおい

汗が非常にくさい
　1呼気がアソモユア臭

息がふん便のようなにおいになる

　ほこりのようなにおい

強

腐敗性臭気

松材のにおい
ねずみくさいにおい，フェニル酢酸が子供の汗や尿に増

　チーズくさい，汗っぽい足，子供の体内にisO一吉草酸が

増強，酸性症となり知恵遅れ
　尿がかえで糖みつのようなにおい，非常な知恵遅れ

　むっとする非常に強いにおい
　いやな体臭，女性に多い，嗅覚器官と生殖審との相関

　悪臭のある呼気（大部分食べた食物，むし歯，悪くなっ
た歯肉が原因，呼吸器系障害，蝿腔内細菌感染）

　fetor　hepaticus（呼気がくさい，血液内に芳香性物質

が増加，メチルメルカプタソ，かび臭，死体のようなにお
い，腐卵とガーリック臭，アミン臭）

　感冒のあとで患者の腸内にガスがたまる。腸内ガスの30
～50％が発酵によるもので，十分に消化されていない食物

の残留物にバクテリアが作用してガスが発生。50～70％は

呑み込んだ空気。

　主要五種腸内ガス：酸素，窒素，水素，炭酸ガス，メタ

ン⇒無臭。おならの奥気成分はわずかに1％以下；アンモ
ニア，硫化水素，揮発性アミノ酸，メルカプタン，サルフ

ァイド，低級脂肪酸，インドール，スカトールなど。

　においが変化する

　不快な特有の臭気
　異常な強いにおいが，治療をうける患者の皮膚から発散

する

　強い特徴的臭気，スカンクのようなにおい

を有することになるであろう。　　　　　　　　　　　文献31）36）37）142）143）をもとにとりまとめこれを表3に

現在のような多面的化学テストや精巧な電子機器時　　示した。

代においてさえも疾病と臭気との関連性は，その重要　　　B　呼気分析

性を失っていない。疾病と臭気について，いくつかの　　　嗅覚の個人差の大きいことや多忙の医師の嗅覚が微
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表4　呼気分析の臨床応用例

1乎気中物質

1，アセトン，アセトアルデヒド，

　　アルコール

　a．　アセトン

　b．アセトアルデヒド，アルコー
　　ノレ

2．メタンおよび水素

　a。　メタン

b．水　素

3．硫黄化合物（メルカプタン類）

4．低級脂肪酸

5．アンモニア，トリメチルアミソ

6，その他

臨床的意義

ケトージス（糖尿病，肥満，飢餓）

アルコール代謝，酩酊症

糖質吸収不全，腸内醸酵，消化管通
過陣害

　同　上

睡不全　　　一
併不全，先天性アミノ酸代謝異常，
ジャマイカの嘔吐症
肝不全，尿毒症，トリメチルアミン
尿症　　　　　．

各種中毒，その他

魚　荷　法

絶食，運動，MCT負荷
アルコール，Antabus
負荷

食餌負荷，糖質負荷

同　上

メチオニン負荷

蛋白質，脂肪負荷

［蛋韻負荷

10冒　　　　　　　　　　　　　管より排泄されるガス臭，④呼気臭などがある。なか

2

4　　　　6

　　　　　　　　　でも呼気中には，酸素，炭酸ガス，一酸化炭素などの

　　　　　　　　　呼吸ガスのほかに微量の揮発性代謝物質が含まれてい

　　　　　　　　　る。すなわち，物質の拡散能に応じて肺胞毛細血管を

8　　　　　　流れ去る混合静脈血のガス分圧の情報がえられるため

　　　　　　　　　に古くより注目されてきている。とくに，採取方法が

7　12　ftSM，　iiB速礪都験る鯉がきわめて少なく，反

35　　ra・　復・て経過が追え・点で有利であ・・
　　　　　　　　　　　　　13　15　　　　　表4に呼気代謝産物のうち臨床応用に関連したもの

4　　　　　　を示した144）。

　1．Ultra　pure　air　supPly，2，　Air　actuated　　一ビーズの一一一lutであるTenax－GC（2．6一ジフェニルー

認゜鴨11e轍。la’碁鴫，懸膿騨計。盈P－7…ンオキシ・系）プ・カラ・喋め・れ・・

volume，　7．　Two・way　ball　valve，8．　Needle　　1　アセトン20）21）23）曽26）

確e》、IU。計q量ll，畿ge狂，tr臨詮縄雅　・榊・・・…糖㈱生・・一ジ・，鰍，小児

12．Pathway　to　injection　system，13．　Shut　off　　自家中毒症，あるいは健康人においても十分検出しう

valve・14’Tenax　column　in　aluminum　heatin9　　る。運動負荷，絶食などの経時変化を知るうえでは血

1謙。15・He1’um　supPly，16・12　L　ballast液分析・・はる・耐ぐれてい・．呼気サ・プ・・グ

　　　　図2　呼気サンプリングシステム　　　　　　に関しては呼吸機能検査法一般の原則にしたがって行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われるが，約20秒間呼吸を停止させ（この時間内には

量混在する成分を十分に弁別できるほど十分に訓練さ　　血液再循環の影響はあらわれない）た後はき出された

れていないこともあって，呼気などの構成成分を機器　　呼気は，初めの約200mlを除けばあとはほぼ均等な

などで客観的に裏づけることが必要である。嗅覚の訓　　組成を示すことより，混合静脈血ガス分圧に平衡した

練とともに今後に残された課題である。　　　　　　　肺胞気成分としてとりあつかうことができる。また再

　嗅診の役立つ領域として，①皮膚粘膜腺よりの分泌　　現性もきわめて良好である。

物の揮発臭，②感染巣，癌病巣よりのにおい，③消化　　　各種ケトージスに際し，一般に，ケトン体は肝で産

lO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，最近の呼気のサンプリソグシステムを図2に
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生されるので呼気中アセトソ測定の最大の利点は，肝　　例において重要である。

でつくられたケトン体を他の末梢組織を通過する以前　　　このほかメタン，水素も重要であるが，におい物質

に最初に肺胞でチ＝ックできる点にある。呼気中アセ　　ではないので臭気セこは直接関連がない。

トソ濃度の正常値は1～3μg／エで，1μg／1の報告が　　　近年，大気圧イオン化質量分析法により非濃縮で，

多い。これらの濃度レベルではいずれも嗅覚閾値以下　　採取呼気試料を窒素キャリヤーガスとともにそのまま

であるので，正常時のアセトンは，呼気の臭気にほと　　大気圧イオン化室に連続的に導入してマススペクトル

んど嵜与しないであろう。　　　　　　　　　　　　　を測定し高感度分析する方法が報告された147）一’149）。

　しかしながら，Kr。toszynskiら146）は呼気中より　　各種の疾患ごとに特有のスペクトルパターンを示すご

102成分をGC・Massにより同定し，定量した結果，　　とから疾病の診断，進行の程度，予後の判定などが把

アセトソが主成分ではあるが健康入で0．2μ9／1である　　握できる可能性があり，成分同定能力の改良，および

ことを報告している。　　　　　　　　　　　　　　　再現性などの検討が精力的に行われている。人体内・

　筆者らも最近医学生を含む健康者，約200人の呼気　　外の極微量化学物質（とくに臭気成分）のキャラクタ

中アセトンを測定する機会があったが，濃度範囲は0．　　リゼLショソの一手法として興味深く，今後の発展が

04～2．5μg／1（平均0．7μg／1）であった。呼気の特異臭　　期待される。

の強いものほどアセト濃藤高噸向にあつ ｿ・ま　　　　vaお籾に
た，健康人（学生）に対して，3kmラソニソグの運

動負荷を行うと，安静時セこ比較して呼気中アセトソは　　　本綜説では，従来きわめて困難と1ヨされていた臭気

2～4倍に増加した。　　　　　　　　　　　　　　　の客観的評価のための分類検査法を中心に，医学の基

2　硫黄化合物31）36），低級脂肪酸34）35）37），アソモニ　　礎研究の1っである疾病と臭気の問題について現況を

　ア33）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まとめた。

　これらはいずれも肝不全との関連で注目されるもの　　　前半でとりまとめた星加ら102）’105）の大気中の極徴

である。肝性昏睡時に患者の呼気，汗，尿などに特有　　量臭気成分のキャラクタリゼーションの手法は，実際

の臭気fetor　hepaticus　31）32）36）カミ認められている。　　に存在する臭気に対して簡便・迅速かつ選択的に高感

メチルメルカプタン，ジメチルサルファイドがこれに　　度な方法である。すなわち，人間の生活上出合うほと

対応している。　　　　　　　　　　　　　　　　　んどの臭気成分を試料量（1～501），試料採取を含

　健康人，代償期璽症肝硬変症および代償不全肝硬変　　めた分析時聞40分以内，分析精度は変動係数で約10％

症についてのメチオニン負荷前後の変化が検討され，　　以下で嗅覚閾値レベルまで測定可能となっている。

①メチルメルカプタソよりもエチルメルヵプタンの方　　　今後の発展を待たなければならないが，つぎに掲げ

が多いこと，②メチオニン投与をうけた患者の呼気の　　た事項は実現の可能性が推測される。

強度と呼気中ジメチルサルファイドの間に有意の相関　　　（1）臭気成分8グループの同時分析と注意深い嗅覚官

関係がえられている。臨床診断上問題とされる慢性肝　　能試験を併用することによって，臭気成分と発生源の

炎と肝硬変症との違いもメチオニン経口負荷後の呼気　　関係，あるいは検出成分濃度と臭気感覚との関係およ

中ジメチルサル7アイド排泄のパターンの検討により　　びそれぞれの臭気成分の寄与率などが一層明確になる。

解明できるという36）。ジメチルサルファイドによる可　　　（2）各臭気成分間の相乗。拮抗作用などの評価が客観

逆性昏唾の誘発も可能とされており，肝不全時の腹雑　　的に行えるため臭気質，ならびに公害発生源評価のた

な病態の解明に対して呼気分析が重要な役割をはたし　　めの科学的根拠を提供できる。

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）環境と生体との関係，疾病あるいは中毒と臭気発

　代償不全肝硬変，代償期肝硬変などについても呼気　　生の機構およびそれらの法則性の樹立

中の低級脂肪酸は2～8倍健康人よりも増加するが，　　　（4）原香の究明，嗅貰の診断，疾病や中毒の診断基準

呼気中の低級脂肪酸はfetor　hepaticusの原因として　　の作成，治療，予後の判定などを客観的に行いうる。

は重要な因子ではないと考えられている37）。　　　　　　　⑤臭気感覚の記億および嗅覚官能試験と機器分析の

　アンモニアおよびトリメチルアミンは，尿毒症，卜　　相互のデータの比較を実際に体験することは医学生の

リメチルアミン尿症において注国される。　　　　　　　基礎的素養として有意義である。

　また，アセトアルデヒド，mタノールは酩酊症の症　　　人間の健康に及ぼす環境因子のうち奥気の闇題は重
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要である。本小文が若い医師あるいは医学生の基礎と　　　終わりに，木稿をまとめる機会を与えていただいた

臨床の医学研究の中で，これまで単に不快感を伴う臭　　信州大学医学部薬理学教室教授千葉茂俊先生，薬剤部

気としてのみとらえられていた人体から発張する臭気　　教授全田　浩先坐ならびに御指導御激励いただきまし

成分その他の極微量化学物質の挙動に少しでも注意を　　た衛生学教室教授村山忍三先生に深謝します。また，

向けていただく緒口となれば幸いである。　　　　　　　多くの野外調査に協力された関係各位に深謝します。
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